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特集
●
は
じ
め
に

　

か
つ
て
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
出
国
で

あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
の
輸
出

は
、
長
ら
く
低
迷
し
て
い
る
。
一
九
三
〇

年
代
に
は
三
〇
〇
万
ト
ン
／
年
近
く
に
達

し
て
い
た
精
米
輸
出
高
が
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
平
均
は
四
〇
万

ト
ン
／
年
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
低
迷

の
背
景
に
は
、
主
要
輸
出
産
品
で
あ
る
と

同
時
に
主
食
で
あ
る
コ
メ
に
対
す
る
政
策

が
、
生
産
者
に
及
ぼ
し
て
き
た
負
の
バ
イ

ア
ス
が
あ
っ
た
。
か
た
や
二
〇
〇
八
年
に

価
格
の
急
騰
を
み
た
コ
メ
の
国
際
市
場
で

は
、
安
定
供
給
の
担
い
手
と
し
て
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
潜
在
能
力
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
長
期

に
わ
た
る
輸
出
低
迷
の
構
図
を
示
し
、
輸

出
回
復
へ
の
課
題
を
展
望
し
て
み
た
い
。

あ
わ
せ
て
二
〇
〇
八
年
に
国
際
市
場
で
高

騰
し
た
コ
メ
価
格
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
影

響
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

●
内
向
き
な
コ
メ
政
策

　

最
初
に
、
コ
メ
輸
出
低
迷
の
背
景
と
考

え
ら
れ
る
コ
メ
政
策
の
概
要
を
簡
潔
に
整

理
し
よ
う
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
メ
市
場
へ
の
介
入
・

規
制
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
経
て
き
た

が
、
そ
の
骨
格
は
「
計
画
栽
培
」、「
供
出
・

配
給
制
度
」、「
輸
出
管
理
」
で
構
成
さ
れ

て
き
た
。
計
画
栽
培
は
、
生
産
者
の
作
付

け
作
物
の
選
択
を
制
限
し
、
な
か
ば
コ
メ

の
作
付
け
を
強
制
す
る
制
度
で
あ
る
。
供

出
・
配
給
制
度
は
、
生
産
者
に
対
し
て
コ

メ
の
作
付
面
積
に
応
じ
て
所
定
の
供
出
を

課
し
、
供
出
米
を
消
費
者
に
公
定
価
格
で

配
給
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。輸
出
管
理
は
、

輸
出
量
を
制
限
す
る
こ
と
で
国
内
市
場
と

国
際
市
場
を
分
断
し
、
国
内
価
格
を
国
際

価
格
と
比
べ
て
低
く
導
く
消
費
者
保
護
策

で
、
生
産
者
に
対
し
て
実
質
的
に
課
税
効

果
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
介
入
・
規
制
は
、

国
内
コ
メ
市
場
へ
の
低
価
格
か
つ
十
分
な

供
給
の
確
保
を
図
る
、
内
向
き
な
政
策
だ

と
い
え
る
。

　

コ
メ
市
場
へ
の
介
入
・
規
制
は
、
一
九

八
七
年
以
前
が
最
も
厳
し
く
、
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
七
年
以
前
は
、

国
内
流
通
は
原
則
的
に
供
出
・
配
給
制
度

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
価
格
が
統
制
さ
れ

る
一
方
、
輸
出
は
政
府
機
関
が
配
給
の
余

剰
米
を
独
占
的
に
輸
出
す
る
体
制
が
敷
か

れ
た
。
し
か
し
闇
市
場
を
追
認
す
る
か
た

ち
で
一
九
八
七
年
か
ら
市
場
価
格
で
の
コ

メ
の
国
内
流
通
が
認
め
ら
れ
、
供
出
・
配

給
制
度
も
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
た
。他
方
、

民
間
業
者
に
よ
る
輸
出
は
引
き
続
き
禁
じ

ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
よ
う

や
く
供
出
・
配
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
同

時
に
コ
メ
輸
出
の
民
間
業
者
へ
の
開
放
も

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
。
た
だ
し
民
間
輸
出

が
本
格
的
に
稼
働
し
た
の
は
二
〇
〇
七
年

か
ら
で
、
輸
出
は
現
在
も
ク
オ
ー
タ
の
配

分
を
受
け
た
民
間
業
者
に
限
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
供
出
・
配
給
制
度
と
輸
出
管

理
で
は
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
計
画
栽
培

に
つ
い
て
は
、
目
立
っ
た
変
化
が
見
ら
れ

な
い
。

　

こ
う
し
た
コ
メ
市
場
へ
の
抑
圧
的
な
介

入
・
規
制
の
か
た
わ
ら
、
政
府
は
コ
メ
の

増
産
策
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
主
だ
っ

た
も
の
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
の

高
収
量
品
種
の
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
の
灌
漑（
か
ん
が
い
）

開
発
に
よ
る
二
期
作
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
含
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
肥
料

へ
の
補
助
金
や
低
利
で
の
運
転
資
金
の
融

資
な
ど
が
生
産
者
に
供
与
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
コ
メ
生
産
者

に
対
す
る
政
府
の
増
産
支
援
策
が
、
コ
メ

市
場
へ
の
介
入
・
規
制
に
よ
る
負
の
バ
イ

ア
ス
を
十
分
に
補
っ
て
き
た
か
と
い
う
点

だ
ろ
う
。

●
生
産
、
輸
出
、
価
格
の
推
移

　

図
1
に
は
コ
メ
の
生
産
量（
精
米
換
算
）

と
輸
出
量
（
精
米
）
お
よ
び
収
量
を
ま
と

め
て
い
る
。
コ
メ
の
生
産
統
計
に
つ
い
て

は
政
府
の
公
表
値
が
過
大
に
推
計
さ
れ
て

い
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
政
府
統
計
に
基

づ
く
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）

の
統
計
だ
け
で
な
く
、
米
国
農
務
省

（
U
S
D
A
）
の
独
自
推
計
の
統
計
を
併

記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
の

生
産
量
は
、
U
S
D
A
が
約
一
一
〇
〇
万

ト
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
F
A
O
は
約

一
九
〇
〇
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
化
学

肥
料
の
使
用
量
な
ど
か
ら
収
量
を
推
定
す

る
と
、
F
A
O
の
統
計
が
過
大
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
、
こ
う
し
た
統
計
の
乖
離
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

生
産
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
こ
の
図
か
ら
長
期
の
傾
向

と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
収
量
の

向
上
と
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
増
産
が
確

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
収

量
品
種
の
普
及
と
灌
漑
開
発
に
よ
る
二
期

作
作
付
面
積
の
増
加
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

政
府
の
増
産
作
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

コ
メ
輸
出
に
つ
い
て
は
、
著
し
く
低
迷

し
て
い
る
。
生
産
に
占
め
る
輸
出
の
割
合

は
、
U
S
D
A
の
統
計
に
基
づ
く
と
、
一

九
六
〇
年
代
の
二
二
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
に
は
三
％
に
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
正
規

期
待
さ
れ
る
古
豪
の
復
活

｜
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
メ
輸
出

久
保
公
二
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の
輸
出
で
あ
り
、
輸
出
規
制
の
下
で
、
相

当
の
密
輸
出
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。

　

次
に
価
格
の
推
移
に
目
を
向
け
よ
う
。

図
2
は
コ
メ
の
輸
出
価
格
と
国
内
卸
売
価

格
に
つ
い
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
は
コ
メ
の
主
要

輸
出
国
で
あ
り
、
そ
の
価
格
は
国
際
市
場

の
指
標
の
一
つ
と
み
な
せ
る
。ま
ず
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
卸
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
一
九

八
七
年
の
値
は
公
定
価
格
だ
が
、
そ
れ
以

降
は
市
場
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
卸
売
価

格
は
公
定
価
格
の
廃
止
後
上
昇
す
る
が
、

輸
出
価
格
と
比
べ
て
低
く
、
か
つ
二
つ
の

価
格
は
あ
ま
り
連
動
し
て
い
な
い
。
対
照

的
に
、
一
九
八
六
年
以
降
コ
メ
輸
出
を
自

由
化
し
て
い
る
タ
イ
で
は
、
卸
売
価
格
と

輸
出
価
格
が
強
く
連
動
し
て
い
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
こ
う
し
た
価
格
の
動
き
は
、
輸

出
管
理
に
よ
っ
て
国
内
市
場
が
国
際
市
場

か
ら
分
断
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
価
格
は
、
タ
イ
の

価
格
と
緩
や
か
に
連
動
し
て
い
る
が
価
格

差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ

イ
の
輸
出
米
が
、
国
際
市
場
で
代
替
関
係

に
あ
る
が
、
品
質
や
輸
送
コ
ス
ト
の
差
異

を
反
映
し
て
、
価
格
差
が
生
じ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
コ
メ
の
品
質
は
、
収
穫
後
の

保
管
方
法
や
精
米
技
術
に
よ
っ
て
も
左
右

さ
れ
る
が
、
そ
の
指
標
の
一
つ
で
あ
る
破

砕
米
比
率
は
、
タ
イ
の
主
力
輸
出
品
で
は

〇
％
か
ら
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
品
は
二
五
％
で
あ

る
。
国
内
市
場
を
偏
重
し
た

内
向
き
な
コ
メ
政
策
の
も
と

で
、
こ
う
し
た
分
野
で
の
政

府
・
民
間
の
投
資
が
進
ん
で

こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
品
質

の
差
、
そ
し
て
価
格
差
の
一

因
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
内
向
き
な
コ
メ
政
策
の

も
と
で
も
、
一
定
の
増
産
を

果
た
し
、
国
内
の
低
価
格
を

維
持
し
て
き
た
と
い
う
評
価

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一

方
で
、
輸
出
は
低
迷
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
内
の
価
格
水

準
に
つ
い
て
は
、
輸
出
価
格

も
タ
イ
と
比
べ
て
低
い
こ
と
か
ら
、
輸
出

管
理
の
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
コ
メ
の
品
質
の
低
さ
も
影
響
し
て

い
る
。
仮
に
、
コ
メ
の
輸
出
管
理
を
撤
廃

し
て
も
、
国
内
価
格
が
直
ち
に
タ
イ
の
水

準
に
ま
で
上
が
る
と
は
考
え
に
く
い
。

● 

生
産
性
の
国
際
比
較
：
灌
漑
比
率

が
低
い
ミ
ャ
ン
マ
ー

　

コ
メ
の
増
産
策
の
評
価
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
生
産
量
の
推
移
だ
け
を
見
た
場
合

と
、
国
際
比
較
し
た
場
合
と
で
は
違
っ
た

様
相
を
呈
す
る
。
こ
こ
で
は
収
量
の
国
際

比
較
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

　

表
1
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
コ
メ
の
主
な

生
産
国
に
つ
い
て
全
国
平
均
お
よ
び
主
要

産
地
の
季
節
別
作
付
面
積
と
収
量
を
ま
と

め
て
い
る
。
こ
の
表
で
は
、
生
産
国
を
東

南
ア
ジ
ア
大
陸
部
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
）
と
島
嶼
部
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
類
別
し
、
三
期
作
が
普

及
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム

に
つ
い
て
は
三
つ
の
収
穫
期
に
分
け
、
そ

の
他
の
三
ヵ
国
に
つ
い
て
は
二
つ
の
収
穫

期
の
作
付
面
積
と
収
量
を
ま
と
め
て
い

る
。な
お
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、デ
ー

タ
の
入
手
制
約
の
た
め
、
政
府
公
表
値
を

用
い
て
い
る
。

　

こ
の
表
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。
第
一
に
、
各
国
の
主
要
産

地
の
収
量
は
、全
国
平
均
と
比
べ
て
高
い
。

そ
し
て
、
各
国
主
要
産
地
の
収
量
は
、
全

国
平
均
の
収
量
ほ
ど
ば
ら
つ
い
て
い
な
い

も
の
の
、
各
国
間
の
差
は
大
き
い
。
第
二

に
、
雨
期
と
乾
期
の
降
雨
量
の
差
が
大
き

い
大
陸
部
の
国
で
は
、
乾
期
作
と
雨
期
作

の
収
量
の
差
が
大
き
い
。
乾
期
は
、
雨
期

と
比
べ
て
日
照
時
間
も
長
く
水
量
も
制
御

し
や
す
い
の
で
、
灌
漑
で
水
さ
え
確
保
で

き
れ
ば
高
収
量
品
種
の
栽
培
に
適
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
国
に
つ
い
て
は
、
乾
期
作

の
比
率
が
高
く
な
る
と
通
年
の
平
均
収
量

が
伸
び
る
と
い
う
関
係
が
見
出
せ
る
。

　

統
計
の
精
度
の
問
題
も
あ
り
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
コ
メ
の
生
産
性
を
他
国
と
正
確
に

比
較
す
る
の
は
難
し
い
が
、
乾
期
作
の
比

率
が
低
い
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
特
徴
の
一

つ
と
い
え
る
。
雨
期
作
の
作
付
面
積
に
対

す
る
乾
期
作
の
比
率
は
全
国
平
均
で
一

図1　コメの生産、輸出、収量：1961年－2008年

（注）生産量は、FAO、USDAの統計とも籾米ベースのため、精米ベースへの換
算比率を0.62として換算している。

（出所）国際稲研究所　World Rice Statistics。

図2　 コメの輸出価格と卸売価格（年間平均）の推移：
タイとの比較　1986年－2009年

（出所）アメリカ農務省　Rice Outlook、タイ中央銀行　Key Economic Indicators、
国連食糧農業機関　Foodstat、ミャンマー中央統計局　Statistical Yearbook
および並行市場為替レート資料をもとに筆者作成。
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八
％
、
主
要
産
地
の
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区

で
も
三
〇
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
タ
イ
で

も
国
全
体
で
は
こ
の
比
率
は
一
五
％
と
低

い
が
、
こ
れ
は
東
北
部
で
の
自
然
条
件
の

厳
し
い
地
域
で
の
開
墾
が
影
響
し
て
お

り
、
主
要
産
地
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
流
域

の
中
央
平
原
で
は
、
五
一
％
と
な
っ
て
い

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
乾
期
作
の
低
い
比
率

は
、
増
産
の
制
約
で
あ
る
。

　

乾
期
作
の
比
率
の
低
さ
は
、
乾
期
作
の

前
提
と
な
る
灌
漑
開
発
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

遅
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
の
例
を
見
る
と
、
灌
漑
開
発

は
、乾
期
作
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

高
収
量
品
種
を
用
い
て
化
学
肥
料
を
多
用

す
る
集
約
的
な
生
産
を
促
し
、
収
量
の
向

上
と
増
産
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
灌
漑
開

発
は
、
品
種
改
良
と
と
も
に
公
共
財
と
し

て
の
性
格
が
強
く
、
民
間
部
門
に
任
せ
て

い
て
も
十
分
に
は
供
給
さ
れ
な
い
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て

灌
漑
開
発
に
力
を
注
い
だ
が
、
開
発
は
継

続
的
で
は
な
く
、
他
国
と
比
較
し
て
も
未

だ
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
公
共
財
と
し
て
の
灌
漑

の
提
供
が
限
定
的
で
あ
っ
た
理
由
の
一
つ

は
、
国
内
供
給
を
重
視
す
る
内
向
き
な
コ

メ
政
策
だ
ろ
う
。
前
述
の
U
S
D
A
の
統

計
に
基
づ
け
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
メ
生

産
量
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
約
二
・
七
倍
増

え
て
い
る
。し
か
し
こ
の
間
に
人
口
も
二
・

三
倍
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
メ
の
増

産
は
も
っ
ぱ
ら
国
内
需
要
の
増
加
に
対
応

し
て
き
た
と
も
読
み
取
れ
る
。今
後
、ミ
ャ

ン
マ
ー
が
コ
メ
の
輸
出
を
伸
ば
す
に
は
、

政
府
が
輸
出
志
向
に
転
じ
て
、
コ
メ
の
増

産
に
必
要
な
灌
漑
や
品
種
改
良
と

い
っ
た
公
共
財
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
一
つ
の
カ
ギ
と
な
る
。

● 

輸
出
規
制
緩
和
と
世
界
コ

メ
価
格
高
騰
の
影
響

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
価
格
は
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
の
規
制
緩
和

と
、
二
〇
〇
八
年
の
サ
イ
ク
ロ
ン

に
よ
る
被
害
や
世
界
的
な
コ
メ
価

格
の
高
騰
と
い
っ
た
国
内
外
の

シ
ョ
ッ
ク
の
な
か
で
、
上
昇
し
て

き
た
。
図
3
に
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
の
月
次
デ
ー
タ
に
よ
る
コ
メ
の

国
内
卸
売
・
輸
出
価
格
と
輸
出
量

の
推
移
を
ま
と
め
て
い
る
。
U
S

ド
ル
建
で
み
た
卸
売
価
格
は
二
〇
〇
五
年

末
の
一
〇
〇
ド
ル
前
後
か
ら
、
二
〇
〇
八

年
五
月
に
サ
イ
ク
ロ
ン
が
穀
倉
地
帯
の

エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区
に
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
直
後
に
は
二
八
三
ド
ル
に
達

し
た
。
こ
う
し
た
価
格
の
推
移
は
、
政
府

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
進

ん
で
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

コ
メ
市
場
へ
の
介
入
・
規
制
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
三
年
に
供
出
・
配
給
制
度
が

廃
止
さ
れ
る
と
同
時
に
、
民
間
業
者
の
コ

メ
輸
出
の
解
禁
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
。

し
か
し
実
際
に
民
間
業
者
の
コ
メ
輸
出
が

本
格
化
す
る
の
は
二
〇
〇
七
年
末
か
ら

で
、
し
か
も
輸
出
は
政
府
か
ら
ク
オ
ー
タ

の
配
分
を
受
け
た
企
業
に
限
ら
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
七
年
の
雨
期
米
に
は
八
○
万

ト
ン
（
た
だ
し
二
〇
〇
八
年
五
月
の
サ
イ

ク
ロ
ン
に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
未
実
施
分

の
輸
出
許
可
は
取
り
消
さ
れ
た
）、
二
〇

〇
八
年
の
雨
期
米
に
も
同
量
の
ク
オ
ー
タ

が
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
供
出
・

配
給
制
度
に
よ
る
消
費
者
へ
の
安
価
な
コ

メ
の
配
給
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
、
民
間

輸
出
が
部
分
的
に
も
解
放
さ
れ
た
こ
と

は
、
価
格
の
上
昇
要
因
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ば

な
い
と
こ
ろ
で
、
国
内
市
場
と
国
際
市
場

の
裁
定
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
も
排
除
で

き
な
い
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
末
か
ら

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
価
格
は
、
タ
イ
の

輸
出
価
格
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
上
昇
を
始
め

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
国
際
価
格
の
上
昇

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
密
輸
出
の
イ
ン
セ

表1　東南アジア主要生産国の国別および主要産地の季節別作付面積と収量（2004年）
大陸部 島嶼部

全国平均 ミャンマー タイ ベトナム インドネシア フィリピン

乾期 雨期 乾期 雨期 乾期
（春）

雨期
（秋）

雨期
（冬）

1－4
月

5－8
月

9－12
月

1－6
月

7－12
月

作付面積（000ha） 1,034 5,823 1,426 9,224 2,979 2,366 2,101 5,509 3,962 2,368 1,727 2,400
収量（トン／ha：籾米ベース） 4.20 3.44 4.22 2.64 5.73 4.41 4.11 4.51 4.67 4.57 4.22 2.64

主要産地 エーヤワディ管区 中央平原 メコン川デルタ 西ジャワ 中央ルソン

乾期 雨期 乾期 雨期 乾期
（春）

雨期
（秋）

雨期
（冬）

1－4
月

5－8
月

9－12
月

1－6
月

7－12
月

作付面積（000ha） 422 1,420 805 1,577 1,467 1,958 391 815 673 408 233 333
収量（トン／ha：籾米ベース） 4.51 3.63 4.46 3.71 5.87 4.38 3.55 5.05 5.27 5.23 4.55 4.23

（注）データは、インドネシアは2005年の値、それ以外は2004年の値。
（出所）ミャンマー中央統計局　Myanmar Agricultural Statistics (1992-93 to 2004-2005)、タイ農業協同組合省農業経済局　Agricultural Statistics of Thailand、インドネシア中

央統計庁　Agriculture Survey: Production of Paddy and Secondary Food Crops in Indonesia、フィリピン農務省農業統計局　Country Stat Philippines、ベトナム中央統計局
Statistical Yearbook of Vietnam。

図3　 コメの国内卸売・輸出価格と輸出量：
2000年1月－2009年12月

（出所）ミャンマー農業灌漑省　Market Information Service Price Bulletin、ミャ
ンマー中央統計局　Selected Monthly Economic Indicators、アメリカ農務省
Rice Outlookおよび並行市場為替レート資料をもとに筆者作成。
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途上国の穀類輸出―その現状と課題

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
て
国
内
供
給
を
減
ら
し
、

国
内
価
格
も
高
騰
し
た
と
い
う
関
係
が
想

定
さ
れ
る
。
国
内
価
格
と
国
際
価
格
の
連

動
性
の
検
証
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

次
に
、
最
近
の
コ
メ
価
格
の
変
化
を
別

の
角
度
か
ら
見
て
み
よ
う
。
国
内
卸
売
価

格
の
ド
ル
建
て
で
み
た
価
格
の
上
昇
は
著

し
い
が
、
こ
れ
は
現
地
通
貨
チ
ャ
ッ
ト
建

卸
売
価
格
の
変
化
と
為
替
レ
ー
ト
の
変
化

に
分
解
で
き
る
。
図
4
に
は
、
チ
ャ
ッ
ト

建
て
の
卸
売
価
格
、
消
費
者
物
価
指
数
、

チ
ャ
ッ
ト
の
対
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
（
並
行

為
替
市
場
の
実
勢
レ
ー
ト
）
の
推
移
を
ま

と
め
て
い
る
。
各
系
列
と
も
二
〇
〇
〇
年

の
年
間
平
均
が
一
〇
〇
に
な
る
よ
う
に
基

準
化
し
て
い
る
。
チ
ャ
ッ
ト
建
て
の
コ
メ

卸
売
価
格
が
名
目
で
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二

〇
〇
九
年
の
間
に
約
八
倍
に
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
消
費
者
物
価
指
数
で
み
た

物
価
全
般
も
六
倍
以
上
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
全
般
的
な
物
価
に
対
す
る
コ
メ

の
相
対
価
格
の
上
昇
が
約
三
割
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

他
方
、
為
替
レ
ー
ト
の
推
移
は
、
二
〇

〇
六
年
後
半
か
ら
チ
ャ
ッ
ト
建
て
コ
メ
価

格
や
消
費
者
物
価
指
数
の
動
き
と
大
き
く

隔
た
っ
て
い
る
。
仮
に
、
チ
ャ
ッ
ト
建
て

コ
メ
価
格
が
一
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
ま
で
上

が
っ
た
時
に
、
チ
ャ
ッ
ト
の
対
ド
ル
為
替

レ
ー
ト
も
一
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
ま
で
上
が

れ
ば
、ド
ル
建
コ
メ
価
格
は
変
化
し
な
い
。

し
か
し
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
が
一
五
〇
ま

で
だ
と
、
ド
ル
建
コ
メ
価
格
は
二
倍
に
な

る
。
実
際
の
数
字
で
は
、
チ
ャ
ッ
ト
建
て

の
コ
メ
価
格
が
八
倍
に
な
っ
た
の
に
対
し

て
、
為
替
レ
ー
ト
は
三
倍
程
度
ま
で
し
か

上
昇
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
ド
ル
建
の

卸
売
価
格
は
約
二
・
七
倍
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
ド
ル
建
で
み
た
コ
メ
価
格
の

上
昇
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
コ
メ
の
国
内
価
格
の
変
化

は
、
コ
メ
生
産
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
コ
メ
の

ド
ル
建
価
格
が
大
き
く
上
昇
し
た
こ
と

で
、
肥
料
な
ど
の
輸
入
投
入
財
が
よ
り
投

入
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ル

建
で
み
た
投
入
財
と
コ
メ
価
格
の
相
対
価

格
で
示
さ
れ
る
交
易
条
件
は
、
生
産
者
に

と
っ
て
改
善
し
た
と
え
い
る
。
し
か
し
、

二
〇
〇
六
年
後
半
か
ら
の
コ
メ
の
ド
ル
建

価
格
の
上
昇
は
為
替
レ
ー
ト
が
強
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
交
易
条
件
は

今
後
も
為
替
レ
ー
ト
の
動
向
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
第
二
に
、
チ
ャ
ッ
ト
建
て
で

見
る
と
、
コ
メ
と
他
の
物
価
と
の
相
対
価

格
が
三
割
ほ
ど
し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
コ
メ
増
産
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
、
ド
ル
建
価
格
で
見

た
上
昇
幅
ほ
ど
強
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

● 

今
後
の
展
望
：
輸
出
拡
大
に
向
け

た
課
題

　

最
後
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
メ
増
産
に

よ
る
輸
出
拡
大
に
向
け
た
課
題
を
整
理
し

よ
う
。
ま
ず
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
地
の
新
規

開
墾
は
一
九
六
〇
年
代
頃
ま
で
に
ほ
ぼ
終

了
し
て
お
り
、
今
後
大
規
模
な
農
地
の
拡

大
は
望
め
な
い
。
今
後
の
増
産
は
、
灌
漑

に
よ
る
多
期
作
や
収
量
の
向
上
な
ど
生
産

の
集
約
化
に
限
ら
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

現
時
点
で
の
灌
漑
比
率
は
低
い
の
で
、
こ

の
点
で
の
成
長
の
余
地
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
国
際
市
場
で
コ

メ
価
格
が
高
騰
し
、
そ
の
経
路
は
と
も
か

く
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
に
お
い
て
も
コ
メ
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は
、
生
産
者
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
刺
激
す
る
点
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
変
化
と
捉
え
ら
れ
る
。た
だ
し
、

仮
に
生
産
者
に
と
っ
て
技
術
的
制
約
の
た

め
に
コ
メ
生
産
の
集
約
化
が
滞
っ
て
き
た

の
で
あ
れ
ば
、
価
格
上
昇
に
よ
る
生
産
者

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
善
だ
け
で
達
成
で

き
る
増
産
に
は
限
度
が
あ
る
。
価
格
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
改
善
と
並
行
し
て
、
政
府

が
灌
漑
や
品
種
改
良
と
い
っ
た
公
共
財
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
集
約
的
な
生
産

が
可
能
に
な
り
、
収
量
の
向
上
と
増
産
に

も
つ
な
が
る
。ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
で
は
、

政
府
の
こ
う
し
た
公
共
財
の
提
供
の
必
要

性
は
依
然
と
し
て
高
い
だ
ろ
う
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
価
格
は
タ
イ
と
比

べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
コ
メ
の
加
工
過
程
で
の
品
質
の

低
さ
に
も
起
因
し
て
い
る
。
そ
し
て
未
発

達
な
加
工
技
術
は
、
国
内
市
場
を
偏
重
す

る
内
向
き
な
政
策
の
も
と
で
、
同
分
野
で

の
政
府
・
民
間
の
投
資
が
滞
っ
て
き
た
結

果
で
も
あ
る
。
今
後
は
、
コ
メ
の
輸
出
に

民
間
企
業
の
参
入
を
促
す
こ
と
で
、
コ
メ

の
収
穫
後
の
籾
米
の
保
管
や
精
米
の
分
野

で
の
投
資
が
進
み
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出

価
格
も
国
際
価
格
に
近
づ
く
と
期
待
さ
れ

る
。

　

し
か
し
輸
出
財
で
あ
る
と
同
時
に
主
食

で
も
あ
る
コ
メ
の
価
格
上
昇
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
へ
の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
。
消
費

者
に
は
、
都
市
部
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

農
村
部
に
お
け
る
土
地
な
し
農
業
労
働
者

や
小
規
模
農
家
な
ど
の
コ
メ
の
買
い
手
も

含
ま
れ
る
。
急
激
な
コ
メ
価
格
の
上
昇
は
、

こ
う
し
た
コ
メ
の
買
い
手
の
厚
生
を
悪
化

さ
せ
る
た
め
、
一
時
的
な
輸
出
管
理
な
ど

の
価
格
安
定
化
策
が
必
要
だ
ろ
う
。

（
く
ぼ　

こ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
国

際
経
済
研
究
グ
ル
ー
プ
）

図4　 コメ卸売価格、消費者物価指数、並行為替レートの推移

（出所）ミャンマー農業灌漑省　Market Information Service Price Bulletin、ミャ
ンマー中央統計局　Selected Monthly Economic Indicators、アメリカ農務省
Rice Outlookおよび並行市場為替レート資料をもとに筆者作成。




